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　平素は鹿児島女子ラグビーチームの活動に対するご理解ご協力ありがとうございます。
　2020年のかごしま国体の延期から3年ぶりに開催予定のとちぎ国体。その出場権をかけた九州ブロック大会が熊本
にて開催されました。大会は26日（金）に4チームによる予選3試合の結果により28日（日）の決勝トーナメントで
九州代表権3枠を争う方式で行われました。以下簡単ではありますが遠征の報告をいたします。

日時：令和4年8月25日（木）～２８日(日) 会場：熊本県民総合運動公園補助競技場

鹿児島女子ラグビーチーム 大会報告  ブロック国体in 熊本 2022年

岡　真里奈

福岡　花恋

堀之内　優夢

中野　優香

平田　恋菜

鬼塚　歩 ナナイロプリズム福岡

迫田　夢乃 AZALEA SEVEN

加治木工業高校

2022 九州ブロック大会メンバー（順不同）
※学生及び生徒は学校名記載

木場　乙希

垂門　奈々

松田　強 スタッフ

福岡　隆一 スタッフ

迫田　幸二 スタッフ

山崎　修平 監督

渡邊　りな 鹿児島女子高校

竪山　香子 トレーナー

鹿児島情報高校

鹿児島玉龍高校

鹿児島大学

名前 所属チーム

鹿児島女子ラグビー

自衛隊体育学校

鹿児島大学

森下　大輔 スタッフ
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P No, IN/OUT No. Time P No, IN/OUT No. Time P No, IN/OUT No. Time

1 1 1 1 → 5 7 1 1

2 3 → 5 3 2 3 → 9 12 2 3 → 5 8

3 8 3 8 3 8

4 7 4 7 4 7

5 6 5 6 5 6

6 4 6 4 6 4

7 2 7 2 → 10 6 7 2

8 10 8 10 ← 2 6 8 10

9 5 ← 3 3 9 5 ← 1 7 9 5 ← 3 8
10 9 10 9 ← 3 12 10 9
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第1日目：令和4年8月26日(金) 補助競技場 予選プール　※上段が前半　下段が後半

Aグループ

鹿児島 ● 〇 〇 7

0 0 DG 0 0

迫田　夢乃
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福岡　花恋
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渡邊　りな
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平田　恋菜
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鬼塚　歩
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鬼塚　歩

迫田　夢乃
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福岡　花恋

木場　乙希
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迫田　夢乃

岡　真里奈

堀之内　優夢

福岡　花恋

鬼塚　歩

垂門　奈々

平田　恋菜
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〇 〇 〇 9 137 7 130 1

福岡 鹿児島 宮崎 大分 勝ち点 得点 失点 得失点 順位

2

3 0 114 -114 4

5 47 62 -15 3

45 46 ｰ1

　大会第1日目は予選プール3試合、初戦は福岡県で経験豊富な社会人選手からスキルの高い高校生まで個々の能力の高いチーム。試合開始早々
ターンオーバーされたボールを繋がれ先制トライを許す。しかし鹿児島も次のキックオフでボールを確保すると平田恋菜がわずかなギャップを
見逃さずラインブレイク。大外の迫田夢乃へパスがつながり追いかける2人のDFをスピードで振り切るトライで同点に。その後は鹿児島はDFで
粘る場面も多々見られたが、随所でうまさを発揮した福岡県に追加点を重ねられ初戦を落とした。2戦目は同じく初戦で敗れお互いに後がない宮
崎県との対戦。開始早々相手キックオフボールを獲得した鹿児島県は大外へボールを展開し迫田夢乃の手に渡ると、ワンステップで相手を振り
切りそのまま70m近くを走り切り先制トライを奪う。鹿児島県は初戦で手ごたえのあったラインDFのプレッシャーも機能して相手を無得点に抑
えて勝利を手にし、2試合が終わった時点で成績を1勝1敗の五分に持ち込んだ。3試合目の相手は夏合宿でお互いに試合を重ねた大分県。両
チーム1勝1敗でこの試合の勝敗によりトーナメント進出がかかる大切な試合となった。先制は鹿児島県で相手キックオフボールを獲得、BKへ
展開して鬼塚歩のラインブレイクからそのまま70m近くを一人で走り切りトライ。その後はしばらく一進一退の攻防が続いていたが、敵陣で
ボールを保持して攻撃をしていた鹿児島県の垂門奈々が前進して相手につかまった所に素早くサポートした迫田夢乃へオフロードパスが繋がり
連続トライで試合を優位に運ぶ。しかし大分県もすぐに反撃し2トライを返し14-12の鹿児島県のリードで前半を終える。後半に入ってもお互
いに手の内がわかった同士の退かないぶつかり合いが続き、お互いノースコアのまま試合終了。結果前半のコンバージョンゴールの差で鹿児島
県が薄氷の勝利を掴み2勝1敗とし、予選Aパート2位という結果で1日目を終えた。予選Bパートは1位佐賀県、2位長崎県、3位熊本県、4位沖
縄県となり、28日(日)の決勝トーナメント初戦の相手はBパート3位の熊本県と決定した。
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P No, IN/OUT No. Time P No, IN/OUT No. Time P No, IN/OUT No. Time

1 1 1 1 1 1

2 3 → 5 10 2 3 → 9 7 2 3 → 5 10
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4 7 → 10 10 4 7 → 10 10 4 7
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27 total 0 0 41 17 total 5

15 12 計 0 0 7 10 計 00 0

NAME NAME NAME

中野　優香 中野　優香 中野　優香

堀之内　優夢 堀之内　優夢 堀之内　優夢

岡　真里奈 岡　真里奈

渡邊　りな 福岡　花恋 渡邊　りな

平田　恋菜 平田　恋菜 平田　恋菜

垂門　奈々 渡邊　りな 垂門　奈々

　大会第２日目は予選プール上位3チームによるノックアウトのトーナメント戦。第1日目Aパート2位の鹿児島県はBパートのトーナメントに
入り、初戦は第1日目Bパート3位の熊本県と対戦。試合開始直後からボールを保持されしばらく防戦一方となる。しかし安定したDFからターン
オーバーしたボールを外に展開し迫田夢乃がステップで相手の足を止めたところを外へ再度加速し振り切り先制点をあげる。その後は一進一退
の攻防を繰り返し前半終了間際に鹿児島県はPKを獲得し最後の攻撃チャンス。タッチキックからラインアウトを選択し、準備したサインプレー
から垂門奈々がトライを取りきり前半を12-0でリードして終えた。後半に入っても安定したDFで相手にプレッシャーを与え続け、ATも迫田夢
乃の2トライ、垂門奈々の1トライを追加し27-0でパート決勝へコマを進めた。パート決勝の相手は第1日目Bパート1位の佐賀県。試合開始
早々からボールを保持され防戦一方の鹿児島県。これまで安定していたラインDFも機能した部分はあったが、体格に勝る選手やスピードのある
選手を要する佐賀県に徐々にDFがほころび失点を重ね最終的には大差での敗戦となった。この結果により第1日目の予選パートで対戦した大分
県と第3代表権をかけて再び対戦することとなった。試合開始から自陣よりATを仕掛ける鹿児島県。しかし集中力高いDFで前進を許さず、ブレ
イクダウンでも徐々にプレッシャーをかける大分県。自陣から抜け出せない鹿児島県は前進できずターンオーバーを許した後、素早い仕掛けか
ら大外でボールを繋がれトライを許す。前半は鹿児島県がへ0-10とリードされて試合は後半へ。後半巻き返しを図りたい鹿児島県だがチャンス
を作るもパスミスなどで機会を活かせず、ようやく終了間際にPKの速攻から平田恋菜が約80mを走り切りトライを返すのがやっとで、5-17で
敗戦となった。この結果、とちぎ国体九州ブロック女子代表は福岡県、佐賀県、大分県となり、鹿児島県女子チームは代表権獲得ならず2022
年の本国体への挑戦は終了となった。次年度の2023年は2020年に延期となったかごしま国体開催年となります。鹿児島県女子ラグビーチーム
は今年度の活動を糧に次年度へ繋げていく所存です。今後とも挑戦し続ける鹿児島女子ラグビーチームの選手達の応援宜しくお願い致します！
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第2日目：令和4年8月28日(日) 補助競技場 決勝トーナメント　

鬼塚　歩 鬼塚　歩 鬼塚　歩

迫田　夢乃 迫田　夢乃 迫田　夢乃

岡　真里奈



【文責　鹿児島県ラグビー協会強化委員　森下大輔】


